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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
抑
制
に
成
功
し
て
い
る
地

域
が
あ
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
だ
。
五
月
六
日
時
点
で
、
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
る
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ

ジ
ー
、
そ
し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
四
ヵ
国
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

一
時
、
感
染
者
が
急
増
し
た
が
、
四
月
半
ば
ご
ろ
に
は
、
一
日
当

た
り
の
新
た
な
感
染
者
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
五
月
六
日
時
点
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
累
積
感
染
者
数
は
七
〇
一
九
人
、死
者
九
八
人
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
一
四
九
八
人
（
疑
い
含
む
）
と
二
一
人
に

な
っ
て
い
る
。
両
国
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
政
府
の
素
早
い
対
応

と
存
在
感
だ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
：
早
い
対
応
が
奏
功

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
め
て
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
の
は
一
月

下
旬
。
同
国
で
は
、
南
東
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

森
林
火
災
が
ま
だ
続
い
て
い
た
。
モ
リ
ソ
ン
首
相
は
、
火
災
へ
の
対

応
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
強
く
批
判
さ
れ
、
支
持
率
は
急
落
し
て
い
た
。

政
権
で
は
一
日
も
早
い
終
息
と
復
興
が
最
大
の
優
先
課
題
と
な
っ
て

い
た
が
、
世
界
各
地
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
く
と
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の

警
戒
を
強
め
、
早
期
の
対
応
に
乗
り
出
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
シ
ド
ニ
ー
支
局
長

小
宮
理
沙

感
染
の
抑
制
に
成
功
し
て
い
る
オ
セ
ア
ニ
ア
。

蔓
延
に
先
ん
じ
た
水
際
対
策
と
行
動
制
限
が
奏
功
し
た
が
、

そ
の
原
動
力
は
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
そ
の
例
を
見
る
。

こ
み
や　

り
さ　

二
〇
〇
三
年
入
局
。
金

沢
局
、
国
際
部
な
ど
を
経
て
、
一
七
年
に

シ
ド
ニ
ー
支
局
に
赴
任
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
太
平
洋
島
し
ょ
国

一
四
ヵ
国
の
取
材
を
担
当
。

オ
セ
ア
ニ
ア

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　

際
立
つ
ス
ピ
ー
ド
と
政
府
の
存
在
感
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象
徴
的
な
の
が
、二
月
二
七
日
の
モ
リ
ソ
ン
首
相
の
会
見
だ
。「
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
大
流
行
）
に
な
る
リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き

い
」
と
し
て
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
方
針
を
示
し
た
の
だ
。

こ
の
と
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
累
積
感
染
者
数
は
、
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
で
の
感
染
者
を
除
き
、
一
五
人
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
の

認
識
を
示
す
二
週
間
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

三
月
に
入
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
の
感
染
者
は
急
速
に
増

え
て
い
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
外
か
ら
の
入
国
者
や
そ
の

接
触
者
で
あ
る
と
し
て
、
連
邦
政
府
は
水
際
対
策
に
力
を
入
れ
た
。

一
五
日
、
す
べ
て
の
入
国
者
を
対
象
に
二
週
間
の
自
主
隔
離
を
求
め

る
措
置
を
発
表
す
る
と
、
数
日
後
に
は
、
自
国
民
と
永
住
者
、
そ
の

家
族
を
除
く
人
の
入
国
を
禁
止
。
そ
し
て
、
同
月
二
九
日
に
は
、
帰

国
者
を
指
定
の
施
設
で
一
四
日
間
に
わ
た
っ
て
強
制
隔
離
す
る
措
置

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
入
国
し
て
い
る
人
た
ち
が
自
主
隔

離
を
徹
底
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、
軍
も
投
入
し
た
。

　

国
内
で
の
感
染
拡
大
の
防
止
策
も
徐
々
に
強
化
し
て
い
っ
た
。
飲

食
店
の
サ
ー
ビ
ス
を
持
ち
帰
り
や
配
達
に
限
っ
た
ほ
か
、
映
画
館
や

図
書
館
な
ど
を
次
々
に
閉
鎖
し
、
人
と
の
間
隔
も
一
・
五
メ
ー
ト
ル

以
上
保
つ
よ
う
に
求
め
た
。
三
月
末
に
は
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物

や
通
勤
・
通
学
、
そ
れ
に
運
動
な
ど
に
外
出
を
制
限
し
、
家
族
以
外

で
集
ま
れ
る
人
数
も
二
人
ま
で
に
限
っ
た
。
こ
う
し
た
連
邦
政
府
の

対
策
に
加
え
、
各
州
も
独
自
の
対
策
を
打
ち
出
し
、
新
た
な
感
染
者

の
数
が
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
代
償
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
。
一
三
人
に
一
人
が
従
事
す
る
観
光
業
は
ス
ト
ッ
プ
。
豪

航
空
大
手
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
事
実
上
、
経
営
破

綻
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
各
地
で
企
業
が
経
営
難
に
苦
し
む
。
職

を
失
う
人
が
続
出
し
、
第
二
四
半
期
の
失
業
率
は
、
一
〇
％
に
達
す

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

国
民
を
支
え
る
姿
勢
も
示
し
好
感

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
苦
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
人
た
ち
や
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
政
策
も
次
々
に
打
ち
出
し

た
。
失
業
手
当
や
生
活
保
護
の
受
給
者
に
対
し
て
、
二
週
間
当
た
り

五
五
〇
豪
ド
ル
（
約
三
万
八
〇
〇
〇
円
）
を
支
給
。
さ
ら
に
、
一
定

の
影
響
を
受
け
て
い
る
企
業
に
対
し
て
は
、
従
業
員
一
人
に
つ
き
二

週
間
当
た
り
一
五
〇
〇
豪
ド
ル
（
約
一
〇
万
円
）
を
給
付
し
て
い
て
、

対
象
と
な
る
従
業
員
は
合
計
で
六
〇
〇
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
経
済
対
策
費
用
は
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
一
六
・
四

%
に
当
た
る
三
二
〇
〇
億
豪
ド
ル
（
約
二
二
兆
円
）
に
の
ぼ
る
。

　

相
次
ぐ
対
策
と
こ
ま
め
な
会
見
で
、
森
林
火
災
の
と
き
と
は
打
っ
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て
変
わ
っ
て
、
政
府
の
存
在
感
を
示
し
た
モ
リ
ソ
ン
首
相
。
国
民
か

ら
は
一
定
の
支
持
を
得
ら
れ
て
い
る
。
四
月
二
六
日
に
発
表
さ
れ
た

世
論
調
査
で
は
、「
よ
り
よ
い
首
相
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、

モ
リ
ソ
ン
首
相
と
答
え
た
人
は
五
六
％
と
、
前
回
調
査
を
三
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
て
、
二
〇
一
八
年
八
月
に
就
任
以
来
最
高
と
な
っ
た
。
森

林
火
災
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
強
い
批
判
を
浴
び
て
い
た
二
月
初
旬
に

発
表
さ
れ
た
調
査
か
ら
は
、二
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
も
上
昇
し
て
い
た
。

原
因
究
明
が
焦
点
に

　

今
後
焦
点
と
な
る
の
は
、
外
出
や
経
済
活
動
な
ど
の
制
限
の
緩
和

だ
。
五
月
八
日
、
モ
リ
ソ
ン
首
相
は
、
七
月
ま
で
の
経
済
再
開
を
目

指
し
た
緩
和
計
画
を
発
表
し
た
。
再
び
の
感
染
拡
大
対
策
と
し
て
緩

和
は
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、
各
州
が
、
州
内
の
感
染
状
況
な
ど
を
見

な
が
ら
実
施
す
る
。
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
な
ど
は
、
す
で
に
第
一
段
階
の
緩
和
に
踏
み
切
っ
た
。

　

連
邦
政
府
は
四
月
下
旬
に
、
感
染
者
を
追
跡
す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
導
入
し
た
。利
用
者
同
士
が
濃
厚
接
触
し
た
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
、

感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
濃
厚
接
触
者
を
割
り
出
し
て
連
絡
が
可

能
に
な
る
。
政
府
は
、
ア
プ
リ
が
効
力
を
発
揮
す
る
に
は
全
人
口
の

四
〇
％
（
約
一
〇
〇
〇
万
人
）
が
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

国
民
に
対
し
、
繰
り
返
し
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
源
を
め
ぐ
る
問

題
だ
。
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
が
、
中
国
の
研
究
所
か
ら
広
が
っ
た
可
能

性
を
指
摘
す
る
な
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
発
生
源
や
拡
大
し
た
背

景
な
ど
を
調
べ
る
た
め
の
独
立
調
査
の
必
要
性
を
主
張
し
て
お
り
、

五
月
中
旬
に
テ
レ
ビ
電
話
方
式
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
総

会
で
追
及
す
る
と
み
ら
れ
る
。
中
国
は
強
く
反
発
し
て
い
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
出
方
に
よ
っ
て
は
、
中
国
の
影
響
力
の
拡
大
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
き
た
両
国
関
係
が
、
再
び
冷
え
込
む
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
は
、
中
国
が
最
大
の

貿
易
相
手
国
で
あ
る
だ
け
に
、
経
済
を
立
て
直
す
う
え
で
も
、
関
係

悪
化
は
避
け
た
い
の
が
本
音
で
、難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
：
首
相
の
寄
り
添
う
姿
勢
に
共
感

　

一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
隣
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、

早
期
の
水
際
対
策
や
外
出
制
限
で
感
染
を
抑
制
し
て
き
た
が
、
特
筆

す
べ
き
は
、
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
三
月
二
五
日
、
国
家
非
常
事
態
を
宣
言

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
警
戒
水
準
を
四
段
階
の
う
ち
、
最
高

の
「
レ
ベ
ル
４
」
に
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
必
需
品
の

買
い
物
や
軽
い
運
動
な
ど
を
除
い
て
外
出
が
禁
止
さ
れ
た
。
か
つ
て

な
い
状
況
に
多
く
の
人
た
ち
が
と
ま
ど
い
、不
安
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
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そ
ん
な
中
で
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
は
、
そ
う
し
た
国
民
に
優
し
く
寄
り

添
う
姿
勢
を
示
し
た
の
だ
。

 

「
レ
ベ
ル
４
」
に
入
る
直
前
、
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
は
、
公
邸
か
ら
ト

レ
ー
ナ
ー
姿
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
っ
た
。
外
出

制
限
中
の
ル
ー
ル
な
ど
、国
民
か
ら
の
疑
問
に
直
接
答
え
る
た
め
だ
。

こ
の
中
で
、「
感
染
者
が
急
増
し
て
も
が
っ
か
り
し
な
い
で
ほ
し
い
。

私
た
ち
み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、
努
力
の
成
果
が
表
れ
る
は
ず

だ
」
と
述
べ
、
国
民
を
励
ま
し
た
。
落
ち
着
い
た
声
の
ト
ー
ン
に
、

親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
笑
顔
で
、
わ
か
り
や
す
く
語
り
か
け
る
ア
ー

ダ
ー
ン
首
相
の
姿
に
、
安
心
し
た
国
民
も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「
思
い
や
り
」
が
国
民
の
心
を
動
か
す

　

こ
れ
以
外
に
も
、
記
者
会
見
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
通
じ

て
、
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
た
ア
ー
ダ
ー

ン
首
相
。「
強
く
あ
ろ
う
」「
親
切
に
し
よ
う
」
な
ど
、
思
い
や
り
を

示
す
呼
び
か
け
が
印
象
的
だ
っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ン
教
授
は
、
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
に
つ
い
て
、「
明

確
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、
思
い
や
り
や
共
感
力
を
見
せ
な
が
ら
、
子

ど
も
を
含
む
幅
広
い
聴
衆
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
高
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
分

析
し
て
い
る
。

　

ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
効
果
的
に
対
策

を
打
ち
出
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
に
対
す
る
国
民
か
ら

の
支
持
も
高
い
。
四
月
下
旬
に
発
表
さ
れ
た
、
民
間
の
調
査
会
社

の
調
べ
で
は
、
政
府
の
一
連
の
対
応
を
支
持
す
る
と
答
え
た
人
は
、

八
七
％
に
の
ぼ
っ
た
。二
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、ア
ー

ダ
ー
ン
首
相
率
い
る
労
働
党
の
支
持
率
は
四
一
％
と
、
最
大
野
党
・

国
民
党
を
下
回
っ
て
い
た
。
今
年
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会
選

挙
で
の
苦
戦
も
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が
風
向

き
を
変
え
た
よ
う
だ
。

　

五
月
一
三
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
国
家
非
常
事
態
宣
言
を
解

除
し
た
。
警
戒
水
準
も
四
月
下
旬
以
降
、
二
度
に
わ
た
り
引
き
下
げ

ら
れ
、
五
月
一
五
日
時
点
で
は
「
レ
ベ
ル
２
」
と
な
っ
て
い
る
。
レ

ス
ト
ラ
ン
や
小
売
店
の
営
業
の
ほ
か
、
国
内
各
地
へ
の
移
動
も
認
め

ら
れ
る
な
ど
、
経
済
活
動
の
ほ
ぼ
全
て
が
再
開
で
き
る
。
し
か
し
、

全
て
の
制
限
が
解
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
主
要
な
産
業
で
あ
る

観
光
業
へ
の
影
響
は
当
面
続
く
と
み
ら
れ
る
な
ど
、
復
興
に
は
長
い

時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
ア
ー
ダ
ー
ン
首
相
は
、
雇
用
を
中
心
と
し

た
経
済
の
立
て
直
し
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
経
済
回
復
の
道
筋
を
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
が
、
選
挙
に
向
け
て
の
大
き
な
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。
●




